


講
師
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
夢
空
間
松
代
の
ま

ち
と
心
を
育
て
る
会
」
事
務
局
長
の
香
山

篤
美
さ
ん
（
長
野
市
松
代
町
・
57
歳
）。

香
山
さ
ん
は
、
東
京
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

活
動
推
進
機
関
勤
務
後
、
昭
和
50
年
に
母

親
の
介
護
の
た
め
に
帰
郷
し
家
業
の
衣
料

品
店
を
継
ぎ
ま
し
た
。
以
来
、
公
民
館
活

動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
商
店
会
活
動
な
ど
を

通
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
歴
史

や
環
境
を
生
か
し
た
町
並
み
整
備
や
、
も

て
な
し
の
心
を
全
面
に
出
し
た
観
光
振
興

な
ど
行
政
と
住
民
が
一
体
に
な
っ
た
活
動

で
大
き
な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

現
在
も
、
松
代
商
工
会
議
所
総
務
委
員

長
、
松
代
地
区
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議

会
長
、
松
代
地
域
住
民
自
治
振
興
会
理
事

な
ど
の
立
場
で
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
実

践
中
で
す
。

香
山
さ
ん
は
、
昭
和
41
年
に
人
口
２
万

２
、
０
０
０
人
の
松
代
町
が
当
時
人
口
19

万
人
の
長
野
市
（
現
在
38
万
人
）
に
編
入

合
併
し
、
１
０
０
人
以
上
い
た
行
政
職
員

は
権
限
を
持
た
な
い
窓
口
職
員
20
人
に
減

り
、
市
議
会
議
員
は
全
市
46
人
の
う
ち
松

代
出
身
は
３
人
に
な
っ
た
こ
と
、
南
端
に

位
置
す
る
た
め
に
政
治
・
行
政
は
遠
く
な

り
、
継
続
的
に
地
域
の
こ
と
を
考
え
て
く

れ
る
専
従
職
員
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
発
展
か
ら
取
り
残
さ
れ
、
「
合
併
に
よ

っ
て
中
心
部
は
栄
え
周
辺
部
は
す
た
れ

る
」
の
原
則
ど
お
り
だ
っ
た
こ
と
、「
合
併

し
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」「
市
は
何
も
し

て
く
れ
な
い
」
と
い
う
不
満
の
声
が
と
て

も
強
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
ま
ず
紹
介
し
ま

し
た
。

そ
の
上
で
、
「
行
政
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
で
出
来
る
こ
と
か
ら
ま
ず

や
ろ
う
と
、
独
立
組
織
だ
っ
た
松
代
商
工

会
議
所
を
中
心
に
手
弁
当
で
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
ず
、

地
域
の
最
大
の
資
源
で
あ
る
旧
松
代
藩
真

田
家
の
城
下
町
の
町
並
み
を
再
生
し
て
い

こ
う
と
、
住
民
有
志
で
市
長
に
陳
情
し
て

道
路
整
備
計
画
を
ブ
ロ
ッ
ク
塀
か
ら
土
塀

に
変
更
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
水
路
復
元

や
景
観
協
定
も
含
め
、
こ
れ
は
10
年
、
20

年
か
か
る
大
事
業
に
な
り
ま
し
た
。
商
店

街
や
住
宅
街
も
城
下
町
ら
し
い
町
並
み
に

し
よ
う
と
、
平
成
10
年
に
松
代
商
工
会
議

所
『
城
下
町
松
代
街
並
み
景
観
賞
』
を
創

設
し
て
か
ら
は
、
町
全
体
が
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
間
、

◇
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
は
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
、
行
政
と
市
民

一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
考
え
方
や
姿
勢
、
心
構
え
を
示
し
た

も
の
で
す
。

◇
市
の
将
来
像

市
の
将
来
像
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
に
基
づ
き
、
み
ん
な
で
目
指
す
市
の

あ
る
べ
き
姿
を
示
し
た
も
の
で
す
。

※
雪
を
縦
糸
に
、
自
然
、
農
、
き
も
の
を

横
糸
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
織
り
な
す
温

も
り
あ
る
人
々
が
躍
動
す
る
舞
台
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

◇
施
策
の
大
綱

施
策
の
大
綱
は
、
市
の
将
来
像
を
実
現

す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
の
大
き

な
方
向
性
を
示
す
も
の
で
、
分
野
別
の
施

策
と
地
域
別
の
振
興
方
針
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
分
野
別
施
策
を
構
成
す
る
５
つ
の
基
本

目
標

①
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
創
造
性
豊

か
な
人
づ
く
り

②
雪
国
文
化
や
地
域
資
源
を
生
か
し
た
活

力
あ
る
産
業
づ
く
り

③
緑
豊
か
な
自
然
環
境
や
雪
国
の
風
土
と

調
和
し
た
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

④
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安
心
・
安

全
・
元
気
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

⑤
人
・
自
然
・
産
業
と
ふ
れ
あ
え
る
、
も
て

な
し
の
心
で
迎
え
る
体
験
交
流
づ
く
り

●
地
域
別
の
振
興
方
針

地
域
別
の
振
興
方
針
は
、
合
併
に
伴

い
設
置
さ
れ
た
各
地
区
地
域
協
議
会
が

中
心
に
な
っ
て
、
お
お
む
ね
中
学
校
区

の
単
位
で
新
市
に
お
け
る
地
域
の
位
置

付
け
や
役
割
、
地
域
の
振
興
方
針
を
示

し
た
も
の
で
す
。
川
西
地
域
は
「
人
と

自
然
と
の
共
生
や
安
心
安
全
な
生
活
に

配
慮
し
た
取
り
組
み
」、
中
里
地
域
は

「
豊
か
な
地
域
資
源
を
保
全
・
活
用
し
、

農
業
と
の
連
携
に
よ
る
体
験
型
観
光
地

づ
く
り
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が

個
性
を
生
か
し
た
振
興
方
針
を
定
め
て

い
ま
す
。

11月25日F、市民会館で「協働のまちづくりを学ぶ」

講演会が開催されました。

これは、合併を契機に個性を生かした地域づくりを進

めるために、先進事例から学ぼうと催されたもので、旧

５市町村単位に組織されている地域協議会委員の皆さん

など約100人が参加しました。

昭和の市町村合併以後さびれてしまった長野市松代町

が、住民パワーで再生した具体的事例が講師から紹介さ

れ、会場からは盛んに質問が出るなど充実した講演会と

なりました。

内容の一部を紹介します。

総
合
計
画
は
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き

市
町
村
が
策
定
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
」
と
な
る
計
画
で
す
。
計
画
の
構
成
は

「
基
本
構
想
」「
基
本
計
画
」「
実
施
計
画
」

の
３
部
構
成
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
示
す
「
基
本
構
想
」
は
、
議
会
の
議
決

案
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の

指
針
・
総
合
計
画

◇
基
本
構
想
‥
平
成
19
年
度
〜
27
年
度

◇
基
本
計
画
‥
前
期
・
後
期
に
分
け
て
作

成
し
、前
期
計
画
は
19
年
度
〜
23
年
度
、

後
期
計
画
は
24
年
度
〜
27
年
度

市
で
は
、
８
月
以
降
新
市
の
総
合
計
画
策
定
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
３
か

月
に
わ
た
る
庁
内
策
定
組
織
で
の
作
業
が
終
了
し
、
11
月
29
日
C
に
開
催
さ

れ
た
第
４
回
総
合
計
画
審
議
会
で
、
総
合
計
画
の
基
本
構
想
（
試
案
）
が
諮

問
さ
れ
ま
し
た
。
基
本
構
想
は
、
審
議
会
で
の
審
議
、
合
併
に
伴
い
設
置
さ

れ
た
各
地
域
協
議
会
で
の
審
議
を
経
て
、
来
年
３
月
の
定
例
議
会
に
提
案
さ

れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
広
く
市
民
の
意
見
を
聴
く
た
め
、
総
合
計
画
・
基
本
構
想
（
試
案
）

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
基
本
構
想（
試
案
）ま
と
ま
る
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「
中
心
部
は
栄
え

周
辺
部
は
す
た
れ
る
」

そ
の
も
の
だ
っ
た

自
分
た
ち
で
や
っ
た
ら

市
も
動
い
た

長
野
松
代
に
学
ぼ
う

「
住
民
自
治
エ
ネ
ル
ギ
ー
結
集
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
講
演
か
ら

計
画
の
期
間

基
本
構
想
の
概
要

夢
を
耕
し
続
け
る

感
動
と
創
造
の
ま
ち
づ
く
り

〜
自
立
し
た
市
民
の
知
恵
と
協
働
〜

雪
・
自
然
・
農
が
織
り
な
す

温
も
り
と
躍
動
の
ま
ち

田口市長から諮問を受け取る水落明総合計画
審議会会長（11月29日C）

ま
つ

し
ろ

特集　動き始めた 協働のまちづくり

総
合
計
画
基
本
構
想（
試
案
）ま
と
ま
る



青
年
会
議
所
に
よ
る
『
人
力
車
に
よ
る
ま

ち
め
ぐ
り
』
や
、
自
営
業
者
の
お
か
み
さ

ん
た
ち
に
よ
る
特
産
品
開
発
と
ユ
ニ
ー
ク

な
情
報
発
信
、
中
心
商
店
街
の
空
き
店
舗

を
活
用
す
る
女
性
グ
ル
ー
プ
の
活
動
や
宅

老
所
「
あ
っ
た
か
い
ご
」
の
運
営
な
ど
、

観
光
と
福
祉
の
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広

が
り
ま
し
た
」
と
、
町
が
元
気
に
な
っ
て

い
っ
た
過
程
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
市
が
何
も
し
て
く
れ
な
い
」
か

ら
「
自
分
た
ち
で
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め

よ
う
」
と
発
想
を
転
換
す
る
だ
け
で
視
野

が
広
が
り
、
「
地
域
を
も
っ
と
良
く
知
ろ

う
」
と
行
動
を
起
こ
せ
ば
「
そ
れ
ま
で
何

気
な
く
見
過
ご
し
て
き
た
も
の
が
宝
も
の

に
変
わ
る
」
と
、
発
想
転
換
と
行
動
の
大

切
さ
を
説
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
今
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
住
民

参
加
の
度
合
い
と
そ
の
ア
イ
デ
ア
の
差
で
、

自
治
体
間
の
格
差
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

合
併
で
地
域
の
将
来
を
継
続
的
に
考
え
る

職
員
が
い
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
住
民

が
主
体
に
な
っ
て
考
え
、
実
行
す
る
こ
と

で
行
政
も
支
援
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
の
拠
点
を
持
っ
て
、
続
け
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
す
」
と
結
び
ま
し
た
。

香
山
さ
ん
は
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
、次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
く
れ
ま
し
た
。

●
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
へ

①
行
政
依
存
の
気
持
ち
を
捨
て
去
り
、
地

域
の
こ
と
は
地
域
住
民
で
考
え
、
出
来

る
こ
と
か
ら
実
践
す
る
。
（
い
つ
ま
で

も
行
政
頼
み
で
不
満
ば
か
り
言
う
こ
と

が
衰
退
に
つ
な
が
る
）

②
人
々
が
気
軽
に
集
い
、
知
恵
を
寄
せ
合

う
拠
点
を
確
保
す
る
。（
そ
の
と
き
だ
け

会
議
室
を
借
り
る
の
で
は
な
く
、
空
き

店
舗
な
ど
を
継
続
的
に
活
用
す
る
）

③
一
人
ひ
と
り
の
意
見
を
出
し
合
い
課
題

を
明
確
に
し
、
解
決
の
た
め
の
行
動
計

画
を
作
り
優
先
順
位
を
つ
け
て
実
行
す

る
。
意
欲
あ
る
人
が
だ
れ
で
も
参
加
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
特
に
女
性
、
若
者
、

よ
そ
者
、団
塊
の
世
代
、次
代
を
担
う
子

ど
も
の
参
加
・
活
躍
の
場
を
作
る
。
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④
専
門
家
を
巻
き
込
み
、
地
域
を
総
合
的

に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
力
量
を
つ
け
て

行
政
へ
の
提
言
能
力
を
高
め
、
市
な
ど

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
引
き
出
す
。（
外
か

ら
地
域
の
力
に
な
っ
て
も
ら
う
人
脈
を

作
る
）

⑤
補
助
金
が
無
け
れ
ば
何
も
で
き
な
い
と

い
う
意
識
を
改
め
、
ま
ず
は
手
弁
当
で

身
銭
を
切
っ
て
実
践
し
、
必
要
な
資
金

は
自
分
た
ち
で
稼
ぎ
出
す
。（
そ
れ
で
も

足
り
な
い
と
き
に
行
政
に
願
う
。
合
併

前
は
優
遇
さ
れ
て
い
た
と
思
う
こ
と
）

⑥
今
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
地
域
の
個
性

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
市
内
他
地
区
と

の
交
流
、
都
市
内
交
流
を
活
発
化
し
て

地
域
の
良
さ
を
伝
え
、
知
恵
や
力
を
借

り
る
。（
地
域
内
の
人
脈
を
作
る
）

⑦
全
国
各
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

人
た
ち
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
事
に

し
て
刺
激
を
受
け
、力
量
を
つ
け
る
。（
も

の
ご
と
が
見
え
て
き
て
自
信
が
つ
く
）

●
行
政
の
皆
さ
ん
へ

①
や
る
気
の
あ
る
住
民
が
ま
ち
づ
く
り
に

主
体
的
に
参
加
で
き
る
機
会
を
確
保
す

る
。
都
市
内
分
権
・
地
域
協
議
会
な
ど

の
委
員
公
募
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
一
般
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
。（
各
団
体
の
長
だ
け
で

は
な
く
、
だ
れ
も
が
参
加
で
き
る
よ
う

に
す
る
）

②
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ｲ

ア
活
動
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
旧
市
町
村
に

一
か
所
確
保
す
る
。
ま
ち
づ
く
り
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
す
る（
行
政
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ほ
か
）。継
続

的
に
地
域
を
支
援
す
る
体
制
を
作
る
。

（
新
し
い
施
設
整
備
で
な
く
既
存
施
設

を
活
用
す
る
）

③
住
民
を
側
面
（
人
的
、
資
金
面
）
か
ら

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。
住
民
の
や
る
気

を
引
き
出
す
の
は
行
政
の
役
割
。（
住
民

が
育
つ
た
め
の
支
援
を
す
る
）

④
行
政
と
民
間
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
と
の

違
い
を
認
識
し
、
住
民
の
や
る
気
を
そ

が
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

◆
行
政
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り→

公
平
性
・

平
等
性
に
よ
る
枠
組
み

◆
住
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り→

主
体
性
・

創
造
性
・
開
拓
性
・
先
駆
性
（
枠
組
み
を

先
に
言
う
と
住
民
は
い
縮
し
て
し
ま
う
）

こ
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
そ
の
ま
ま
「
ま

ち
づ
く
り
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
な
り
そ
う

で
す
。「
な
る
ほ
ど
」
と
思
っ
た
ら
、「
ま

ず
行
動
」
で
す
ね
。

１
、
意
見
募
集
を
す
る
案
件

十
日
町
市
総
合
計
画
（
基
本
構
想
）

２
、
募
集
締
切
り

18
年
１
月
13
日
f

３
、
公
表
の
方
法

次
の
と
こ
ろ
で
十
日
町
市
総
合
計
画
基
本

構
想
（
試
案
）
を
閲
覧
で
き
ま
す

総
合
政
策
課
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

市
内
各
公
民
館
／
情
報
館

４
、
意
見
提
出
方
法

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
（
個
人
情

報
は
保
護
さ
れ
ま
す
）
し
て
郵
送
（
公
民
館

へ
提
出
可
）
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

５
、
意
見
の
公
表

意
見
集
約
後
、
意
見
の
内
容
と
市
の
対
応

に
つ
い
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

（
個
人
情
報
は
除
き
ま
す
）

６
、
問
合
せ
・
提
出
先

〒
９
４
８
│
８
５
０
１

十
日
町
市
役
所
総
合
政
策
課
企
画
政
策
係

1
７
５
７
│
３
１
１
１
（
内
線
２
３
１
）

Ｅ
メ
ー
ル
　th

-s
o
g
o
@
c
ity
.to
k
a
m
a
c
h
i.n
iig
a
ta
.jp

十
日
町
市
総
合
計
画
（
基
本
構
想
）
策
定
に
あ
た
り
、
広
く
市
民
の
意
見

を
聴
い
て
政
策
形
成
に
反
映
す
る
た
め
、
次
に
よ
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
）
を
募
集
し
ま
す
。

十
日
町
市
総
合
計
画
へ
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

第４回審議会の様子

住
民
の
ア
イ
デ
ア
の
差
が

そ
の
ま
ま
自
治
体
の
格
差
に

こ
う
す
れ
ば
ま
ち
は
良
く
な
る

十
日
町
市
の
皆
さ
ん
へ
の
ご
提
言

みんなで知恵を出し合うことが、次へのス
テップのきっかけになります（吉田ふれあ
いスポーツセンターでのワークショップ） まず自分たちの地域を良く知ることから、まちづ

くりはスタートします（川西有機センター視察）

特集　動き始めた 協働のまちづくり

十
日
町
市
総
合
計
画
へ
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集



十
日
町
雪
ま
つ
り
は
、
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
、
雪
の
芸
術
展
、
お
祭
り
ひ
ろ
ば
の
３
本

柱
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
概
要
が

決
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
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３
日
間
の
開
催
を
告
げ
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
。
開
会
式
、
妻
有
っ
子
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
、

き
も
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ワ
ー
ル
ド
、
復
興

メ
ッ
セ
ー
ジ
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
、
お
笑

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
ほ
か

■
日
時
‥
２
月
17
日
f
午
後
６
時
30
分
〜

■
会
場
‥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
（
十
日

町
高
校
ク
ラ
ウ
ン
ド
）

横
浜
、
指
宿
ほ
か
全
国
各
地
の
ミ
ス
の

皆
さ
ん
の
紹
介
、
雪
の
芸
術
作
品
展
表
彰

式
、歌
手
・
蘭ら
ん

燃ね
ん

さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
な
ど
。

■
日
時
‥
２
月
18
日
g
午
後
１
時
30
分
〜

■
会
場
‥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
マ
ジ
レ
ン
ジ

ャ
ー
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
と
撮
影
会
で
す
。

■
日
時
‥
２
月
19
日
a
午
前
と
午
後
の
２

回
■
会
場
‥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば

雪
国
情
緒
た
っ
ぷ
り
の
ひ
ろ
ば
が
市
内

各
所
に
登
場
し
ま
す
。
雪
上
茶
席
、
郷
土

芸
能
、
雪
上
運
動
会
な
ど
思
い
出
の
休
日

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

十
日
町
市
観
光
大
使
の
ア
ニ
マ
ル
浜
口

（
浜
口
平
吾
）
さ
ん
が
、
雪
ま
つ
り
に
参
加

し
、
各
所
で
素
敵
な
笑
顔
と
「
気
合
い
」
を

振
り
ま
い
て
く
れ
ま
す
。

２年振りとなる雪上カーニバル。今回のステージは、200年間デン

マーク王の戴冠式が行われた「フレデリクスポー城」がモチーフです。

城には、５市町村を象徴する５つの塔が立ち、中央の高い尖塔には

鐘楼と新市章が刻まれます。カーニバル当日は、『復興への鐘』を打

ち鳴らし、市町村合併の船出を祝う音と光の一大スペクタクルが繰り

広げられます。感動のステージをその目でぜひご覧ください。

会場には、有料ゾーン（Ａゾーン：3,000円、Ｂゾーン：1,500円、

※Ｓ席（7,000円）は完売しました）と無料ゾーンを設けます。有料

■日　時 ２月18日(土)午後６時～（予定）

■会　場 城ケ丘ピュアランド（十日町駅から徒歩約20分）

■ゲスト

堀内孝雄、松浦亜弥、W（ダブルユー）、前田有紀ほか

■プレイガイド 十日町雪まつり事務局・クロス10ほか

ゾーンの希望者は早めにチケットをお買い求めください。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
６

お
祭
り
ひ
ろ
ば

第
五
十
七
回

来
年
２
月
17
日
F
夕
方
〜
19
日
A
に
開
催
さ
れ
る
第
57
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
。
今

回
は
、
震
災
時
、
全
国
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
温
か
い
励
ま
し
に
心
か
ら
の
感
謝

を
表
す
と
と
も
に
、
復
興
に
立
ち
上
が
る
市
民
の
意
気
込
み
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し

ま
す
。
新
市
誕
生
後
初
と
な
る
冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

雪上カーニバル入場券発売中

前田有紀

堀内孝雄

W（ダブルユー）

松浦亜弥

◇妻有っ子オンステージ
～雪まつりに出たいのみんな来い！～
あなたのパフォーマンスを舞台で発
表しませんか。中学生以上で一芸を披
露したい人やグループを募集中です。
◇ボランティアスタッフ
当日ボランティアで手伝ってくれる

人を募集中です。

お祭りひろばの開設団体、雪の芸術作品・雪の街角作品の制作団体

を募集しています。昨年の実施団体には代表者あてに申込み書類を郵

送済です。新規希望団体は雪まつり事務局に問合せてください。

(1)お祭りひろば 地域コミュニティの活性化にぜひご参加ください。

(2)雪の芸術展 ①芸術部門②特別部門③学童部門の３部門のほかに合併を記念し、④合併記念部門を新設。

(3)雪の街角作品 小グループでの雪像制作に適したコンテストです。

●申込み用紙 雪まつりホームページまたは雪まつり事務局で

●応募締切り 12月20日c（申込書必着）

十日町市の親善大使として活躍していただく、きもの美人を募集

中。ミス十日町雪まつりに選ばれた３人からは１年間、市の観光Ｐ

Ｒに活躍していただきます。

●応募資格 県内在住または県内に帰省地のある満18歳以上の未婚女性（高校生を除く）。ただし、ほかのミス

コンテストに入賞し、任期中の人は応募できません。

●賞　　品 振袖、グアム旅行、ダイヤリング、液晶テレビ、iPod nano（2GB）、魚沼産コシヒカリほか

●応募締切り １月28日g午後５時（申込書必着）

●審査方法（1）予選会（書類審査） 本選会に進む14人を選出

（2）本選会出場者説明会　２月12日a

（3）本選会（振袖姿を審査）２月19日a ※公開審査

●申込み用紙 雪まつりホームページまたは雪まつり事務局で

雪像制作団体・
ひろば開設団体募集中

ミス十日町雪まつり
コンテスト参加者募集中

楽
し
い
催
し
盛
り
だ
く
さ
ん
Z

ウ
ェ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

オープニング
フェスティバル2006

参加者・ボランティア募集

ア
ニ
マ
ル
浜
口
さ
ん
参
加
決
定アニマル浜口さん

十日町雪まつり実行委員会事務局（クロス10内）1757-3100
ホームページ　http://tokamachikankou.jp/57yuki/

■申込み・問合せ



雪
お
ろ
し
作
業
は
安
全
を
第
一
に
考

え
、足
も
と
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

屋
根
雪
な
ど
の
道
路
へ
の
投
げ
捨
て
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
や
む
を
え
ず
道
路

に
投
げ
捨
て
た
と
き
は
、
速
や
か
に
片
付

け
て
く
だ
さ
い
。
落
雪
式
屋
根
の
軒
下
に

は
絶
対
に
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

雪
お
ろ
し
は
隣
接
す
る
家
の
人
に
声
を

掛
け
、
お
互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
行

い
ま
し
ょ
う
。

火
災
な
ど
の
緊
急
時
に
備
え
、
建
物
の

非
常
口
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
防
火
水
槽

や
消
火
栓
の
除
雪
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

家
の
周
囲
で
の
雪
壁
崩
落
や
消
雪
池
・

流
雪
溝
へ
の
転
落
事
故
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

除
雪
作
業
を
す
る
と
き
は
必
ず
誘
導
員

を
付
け
ま
し
ょ
う
。
除
雪
作
業
中
は
必
ず

誘
導
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

小
型
除
雪
機
の
事
故
が
毎
年
多
発
し
て

い
ま
す
。
雪
が
詰
ま
っ
た
と
き
は
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
か
ら
取
り
除
く
な
ど
、

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
作
業
中
は
流
雪
溝
の
ふ
た
が
開
い
て
い

る
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
、
赤
い
旗
を

掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。
作
業
終
了
後
は

速
や
か
に
ふ
た
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

②
転
落
防
止
の
た
め
、
ふ
た
に
付
け
て
あ

る
十
字
枠
は
絶
対
に
外
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

③
道
路
の
中
央
に
設
置
し
て
あ
る
投
雪
口

を
利
用
す
る
と
き
は
、
必
ず
誘
導
員
を

置
い
て
く
だ
さ
い
。

④
河
川
へ
の
多
量
の
投
雪
は
水
上
が
り
の

原
因
に
な
る
の
で
や
め
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
道
路
は
駐
車
禁
止
で
す
。
除
雪
作

業
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
運
転
者
は
水
は
ね
な
ど
で
歩
行
者
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
気
配
り
あ
る
運
転

を
し
ま
し
ょ
う
。

降
雪
・
積
雪
状
況
に
よ
り
、
交
通
規
制

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

気
温
が
低
く
降
雪
が
続
く
時
期
や
融
雪

期
に
は
、
雪
崩
が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
雪
山
の
登
山
や
ス
キ
ー
場
な
ど

で
は
特
に
注
意
し
、
危
険
な
場
所
に
は
近

づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
雪
崩
の

兆
候
や
危
険
な
場
所
を
見
つ
け
た
ら
、
す

ぐ
に
避
難
し
て
、
市
克
雪
維
持
課
・
各
支

所
建
設
課
ま
た
は
地
域
振
興
局
地
域
整
備

部
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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雪
お
ろ
し
に
注
意

非
常
口
の
確
保
と
事
故
防
止

除
雪
機
械
に
近
寄
ら
な
い

流
雪
溝
の
正
し
い
使
い
方

み
ん
な
で
気
配
り
運
転

雪
崩
に
あ
わ
な
い
た
め
に

雪�
問合せ

克
雪
維
持
課
克
雪
利
水
係

1
７
５
７
ー
３
１
１
１

（
内
線
２
７
３
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
東
北
電
力
か
ら

お
願
い
し
ま
す
！

水
道
管
・
蛇
口
の

凍
結
防
止
は
万
全
で
す
か
？

冷え込みがきびしくなると、屋外の水道管や蛇口が

凍って破裂することがあります。凍結事故による修理

費と水道料金は、使用者の負担になります。十分な防寒

対策を行いましょう。

◆凍結防止対策…凍結しやすい箇所に保温材を巻いて

ください（発泡スチロールなど水を吸収しない素材

が有効です）。

◆破裂したとき…メーターボックス内の止水栓を閉じ

てから、指定工事店に修理をお願いしてください。

冬期間も検針を行います。メーターボックスの上に

物を置かないでください。

●問合せ＝水道局維持係1757-3111（内線244）

◆メータ－周りを除雪してください。屋根の雪おろし

作業をするときは、電線・電話線の切断に注意して

ください。

◆ロータリー除雪車などで除雪作業をするときは、雪

を電線・電話線・変圧器・メーターの方向に飛ばさ

ないでください。

◆変圧器や電線に触れると感電する恐れがあります。

電線が切れて路上などに落ちていても、絶対にさわ

らないでください。見つけたときは至急東北電力ま

でお知らせください。

●問合せ＝NTT東日本新潟南魚沼サービスセンター

1025-778-1616、東北電力㈱10120-175-366

今年の冬はここで決まり！�

近くて楽しい市内のゲレンデ近くて楽しい市内のゲレンデ

スキー・スノーボードシーズン到来。市内には、地形を生かした自然いっぱい

のロングコースを持つスキー場や北斜面のパウダースノーを満喫できるスキー

場、ファミリー向けで子どもたちも楽しく遊べるスキー場などいろいろあります。

スキーヤーからスノーボーダーまで、またビギナーからエキスパートまで満足す

ること間違いなし。スキーのあとは地域の温泉で暖まるのも最高です。

上越国際当間スキー場
◆ゲレンデオープン 12月23日（天皇誕生日）

◆リフトチケット １日券：大人4,000円・子ども

3,500円、半日券：大人3,000円・子ども2,500円、

１回券：400円（大人・子ども）※シーズン券、

ナイター券、シルバー券、障害者１日券あり

◆スノーイベント 犬ぞりフェスタin十日町雪まつ

り…18年２月19日a、当間カーニバル…18年３月

11日g、十日町・当間カップＧＳ大会…18年３月

21日（春分の日）

◆場　所 当　間

◆問合せ 上越国際当間スキー場1758-3291

なかさと清津スキー場
◆ゲレンデオープン 12月29日e

※営業は土・日曜日、祝祭日

◆リフトチケット １日券：大人3,500円・子

ども3,000円、半日券：大人2,000円・子ど

も1,500円、１回券：400円（大人・子ども）

※シーズン券、シルバー券、障害者1日券あり

◆スノーイベント なかさと雪原カーニバル…

18年３月11日g、スキーこどもの日（12歳以

下の子どもはリフト券無料）…毎月第３日曜日

◆場　所 市之越

◆問合せ なかさと清津スキー場1763-2778

松代ファミリースキー場
◆ゲレンデオープン 12月25日a

◆リフトチケット １日券：2,500円（大人・子ど

も）、半日券：1,800円（大人・子ども）、１回

券：150円（大人・子ども）※シーズン券、ナイ

ター券、団体割引あり

◆スノーイベント ゲレンデオープン（リフト券無

料）…12月25日a、ジュニアナイターサーキット

in松代…18年２月・３月中旬、スキー･スノーボー

ドクロス大会in松代…18年２月・３月中旬

◆場　所 千　年

◆問合せ 松代ファミリースキー場1597-3330

松之山温泉スキー場
◆ゲレンデオープン 12月23日（天皇誕生日）

◆リフトチケット １日券：大人3,000円・子ども2,500円、

半日券：2,000円（大人・子ども）、１回券：300円（大

人・子ども）※シーズン券あり

◆スノーイベント ゲレンデオープン（リフト券無料）…12

月23日（天皇誕生日）、新春もちつき大会…18年１月２

日b、松之山温泉スキー場カーニバル…18年３月19日

a、そのほかだれでも参加できるスキー大会や全日本公

認スキー大会など盛りだくさん

◆場　所 天水島

◆問合せ 松之山温泉スキー場1596-3133

中峰スキー場
◆ゲレンデオープン 18年１月２日b ※営業は土・日曜日

◆リフト（Ｔバー） １日券：大人1,000円・子ども800円

◆スノーイベント スキーの集い・グレステンカップスキー大会

…18年３月上・中旬

◆場　所 貝ノ川　　◆問合せ 下条公民館1755-2004

中条桂スキー場
◆ゲレンデオープン 18年１月中旬　※営業は土・日曜日、祝日

◆リフト（ロープ塔） １日券：大人1,000円・子ども500円　

◆スノーイベント 桂スキー場まつり・スラローム大会…18年２

月上旬

◆場　所 上　原　　◆問合せ 中条公民館1752-2748
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

11
月
３
日
（
文
化
の
日
）、
日
本
の
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
栽
培
の
第
一
人
者
・
鈴
木
太
美

雄
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
中
子
芝
生
広
場

隣
の
ベ
リ
ー
ス
プ
ー
ン
で
「
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
栽
培
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
空
模
様
だ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
予
定
し
て
い
た
定
員
を

大
幅
に
超
え
る
28
人
が
参
加
。
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
せ
ん
定
の
実
技
指
導
や
挿
し
木
に
よ

る
増
や
し
方
な
ど
、
熱
心
に
そ
の
技
術
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
行
わ
れ
た
質

疑
応
答
で
は
、
冬
期
間
の
管
理
や
接
ぎ
木

「
千
手
中
央
コ
ミ
セ
ン
ホ
ー
ル
専
門
技

術
ス
タ
ッ
フ
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
30

人
を
超
え
る
皆
さ
ん
か
ら
応
募
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
コ
ミ
セ

ン
の
ホ
ー
ル
「
千
年
の
森
ホ
ー
ル
」
で
催

さ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
発
表
会
な
ど
で
、

主
に
音
響
や
照
明
関
係
な
ど
の
機
器
を
操

作
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
有
償
）

で
す
。

11
月
18
日
f
夜
、
市
民
会
館
で
第
１
回

の
ス
タ
ッ
フ
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
市
民
会
館
の
音
響
関
係
に
詳

し
い
遠
藤
昭
一
さ
ん
、
照
明
関
係
に
詳
し

い
南
雲
秀
雄
さ
ん
を
講
師
に
お
願
い
し
、

設
備
内
容
の
概
要
と
、
機
器
の
操
作
な
ど

に
つ
い
て
実
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
会
館
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
、
一
般
の
皆
さ
ん
が
普

段
目
に
触
れ
な
い
よ
う
な
設
備
が
整
っ
て

い
ま
す
。研
修
会
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、

見
慣
れ
な
い
機
器
の
操
作
や
設
定
方
法
な

ど
の
説
明
に
、
幾
分
戸
惑
っ
て
い
た
様
子

で
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
千
手
中
央
コ

ミ
セ
ン
が
オ
ー
プ
ン
す
る
来
年
４
月
ま
で

に
６
回
、
延
べ
10
時
間
半
程
度
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

ホ
ー
ル
専
門
技
術
は
一
朝
一
夕
に
マ
ス

タ
ー
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
大
変
奥
の

深
い
も
の
で
、
積
み
重
ね
て
い
く
技
術
と

感
じ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
を
引
き
続
き

募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
教

育
委
員
会
川
西
事
務
所
に
、
早
め
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

講演会用、コンサート用…
いろんな種類のマイクがあります

問
合
せ

教
育
委
員
会
川
西
事
務
所

1
７
６
８
―
２
１
６
７

■
ホ
ー
ル
専
門
技
術

ス
タ
ッ
フ
研
修
会
を
開
催

元気に発表する松之山小の子どもたち

〝
す
て
き
〞
を
、
ク
イ
ズ
も
交
え
た
劇
で

紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
大
人

の
皆
さ
ん
は
、「
み
ん
な
資
料
を
上
手
に
使

い
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
発
表
し
て
い
て

す
ば
ら
し
い
」
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
発
表

を
ほ
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
休
憩
時
間
の「
お
も
し
ろ
数
学
・

算
数
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
で
は
、
普
段
勉

強
し
て
い
る
の
と
は
一
味
違
う
算
数
の
問

題
に
、
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
む
子
ど
も

た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
里
山
学
会

11
月
11
日
f
、
松
之
山
自
然
休
養
村
セ

ン
タ
ー
で
「
出
会
い
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
会
（
松
之
山
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
師
を
務
め
た
の
は

前
新
潟
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
長
の
高
森
美
紀
子

さ
ん
。
高
森
さ
ん
は
、
警

察
官
と
し
て
勤
務
し
た
後
、

少
年
警
察
補
導
員
に
身
分

を
変
え
少
年
問
題
の
専
門

職
と
し
て
今
春
ま
で
指
導

に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
こ
れ
ま
で

出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
振
り
返
り
、「
子

ど
も
と
真
剣
に
向
き
合
う
こ
と
が
必
要
」

や
「
問
題
行
動
を
起
す

子
ど
も
は
心
の
中
に
辛

い
も
の
を
抱
え
て
い
る
。

そ
の
辛
さ
を
大
人
が
わ

か
っ
て
や
る
こ
と
が
大

事
だ
」
な
ど
と
話
し
ま

し
た
。
会
場
を
埋
め
た

会
員
や
高
校
生
は
少
年

問
題
の
最
前
線
で
活
躍

し
た
高
森
さ
ん
の
話
を

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

「
子
ど
も
と
真
剣
に
向
き
合
っ
て
」
松
之
山
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会

11月６日a、浦田小学校で「創立130周年記念学習

発表会」が行われました。「学校と地域が一体となっ

て、学校も地域も元気になるような周年行事に！」を

目標に取り組みが行われ、数年後の花ロードを夢に描

きながら親子でツツジの苗木80本を植樹しました。

記念発表会では、総合学習で学んだ浦田の歴史を題

材にした創作劇に初挑戦。迫真の演技は涙と感動の渦

を、そして未来を切り開くたくましさを予感させました。

また、祝賀会では、地域の皆さんによる手作り「ご

っつぉ」が振る舞われ、手作りしおりが土産に付くな

ど、すべて手

作りで温もり

のある周年行

事となりまし

た。

地域とともに祝う
浦田小創立130周年

の
方
法
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
飛
び

交
い
、あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間
で
し
た
。

かわにし雪まつりは、前夜祭を川西

４地区の各会場で、翌日の本祭りを川

西総合体育館脇で行います。住民総参

加のもと、競技や子ども広場、屋台村

などで地域間交流を深める冬の一大イ

ベントです。また、川西地域の地域自

治組織を形成するための、基礎となる

取り組みとしても期待されています。

期日…18年３月４日g・５日a

会場…前夜祭 千手、上野、橘、仙田

地区の各会場

本祭り 川西総合体育館脇特設

会場

概要…本祭り 雪像コンテスト、仮装

10人11脚レース、プレイラン

ド、大抽選会、ピースtoピース

第３弾、屋台村など

初
雪
が
降
っ
た
11
月
21
日
g
、
松
之
山

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
子
ど
も
里
山
学

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
里
山
学

会
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
総
合
的
な
学
習

や
夏
休
み
の
自
由
研
究
な
ど
地
域
の
自
然

に
関
す
る
学
習
成
果
を
発
表
し
あ
い
、
交

流
を
深
め
る
会
で
す
。
平
成
15
年
度
よ
り

毎
年
、
各
学
校
の
文
化
祭
も
終
わ
る
こ
の

時
期
に
行
っ
て
い
て
、
今
回
も
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
約
１
３
０
人
が
子
ど
も
た
ち

の
発
表
に
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

３
回
目
と
な
っ
た
今
年
は
、
独
立
行
政

法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
の
理
数
大
好
き

モ
デ
ル
地
域
事
業
の
指
定
を
受
け
た
松
之

山
・
松
代
地
域
の
８
つ
の
小
・
中
学
校
の

子
ど
も
た
ち
が
、
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果

を
発
表
し
あ
い
ま
し
た
。
松
之
山
小
学
校

の
３
年
生
は
、
春
・
夏
・
秋
の
松
之
山
の

自
然
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
ク
ロ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
卵
や
メ
ダ
カ
な
ど
、
自

分
た
ち
が
見
つ
け
た
松
之
山
の
自
然
の

剪定ポイントの説明

─問合せ─
かわにし雪まつり実行委員会

1768-4951

大
人
気
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時間を忘れて見入ってしまうくらい、工事現場で
働くショベルカーに興味津々です。白いごはんとウ
ルトラマンマックスが大好きなひょうきんもののし
ょうちゃん。来年の５月にはお兄ちゃんになります。

ひぐち　しょうまちゃん　
平成15年7月24日生まれ　
背戸

樋口　翔馬
ちゃん

小島　優
ちゃん

歌ったり踊ったりするのが大好きなゆいちゃん
は10月のよさこいフェスティバルに最年少参加。
大人に混じって最後まで一生懸命踊りました。プ
リキュアホワイトにあこがれるゆいちゃんです。

こじま　ゆい
平成14年２月20日生まれ　
松代

カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
な
ど
に
よ
り
骨

の
密
度
が
減
少
し
、
鬆す

が
入
っ
た
よ

う
に
ス
カ
ス
カ
に
な
っ
て
骨
が
も
ろ

く
な
り
、
骨
折
し
や
す
く
な
る
病
気

が
骨
粗
し
ょ
う
症
で
す
。
50
歳
以
降

の
女
性
に
多
く
、
65
歳
で
は
約
２
分

の
１
、
80
歳
で
は
約
３
分
の
２
の
女

性
に
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

女
性
は
一
般
に
骨
格
が
細
く
、
カ

ル
シ
ウ
ム
量
は
若
い
こ
ろ
で
も
男
性

に
比
べ
て
２
〜
３
割
少
な
め
で
す
。

さ
ら
に
妊
娠
、
授
乳
、
閉
経
な
ど
が

カ
ル
シ
ウ
ム
を
失
う
き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
す
。特
に
食
生
活
が
不
規
則
、

体
格
が
き
ゃ
し
ゃ
、
肝
臓
や
胃
腸
が

病
気
が
ち
、
月
経
が
不
順
、
閉
経
が

早
い
な
ど
の
女
性
は
骨
粗
し
ょ
う
症

に
な
り
が
ち
で
す
。

骨
量
を
減
ら
さ
な
い
た
め
に
次
の

よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

食
事

極
端
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
偏
っ

た
食
事
は
大
敵
で
す
。
３
食
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
を
し
っ
か
り
と
と
り

ま
し
ょ
う
。

運
動

骨
に
刺
激
を
与
え
る
と
骨
に

マ
イ
ナ
ス
電
気
が
発
生
し
、
血
液
中

の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
引
き
つ
け
て
く
れ

ま
す
。運
動
を
習
慣
化
し
ま
し
ょ
う
。

喫
煙
・
飲
酒

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収

を
妨
げ
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を

減
ら
し
ま
す
。
禁
煙
・
適
量
飲
酒
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
レ
ス

ス
ト
レ
ス
に
対
抗
す
る

た
め
に
出
る
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン

は
骨
を
弱
く
し
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
は

う
ま
く
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
今
年
度
か
ら
、
20
歳
〜
69

歳
の
女
性
を
対
象
に
、
骨
密
度
検
診

を
行
っ
て
い
ま
す
（
今
年
度
は
終
了

し
ま
し
た
）
。
来
年
度
も
引
き
続
き

行
う
の
で
、
今
年
度
受
診
で
き
な
か

っ
た
人
や
骨
量
が
気
に
な
る
人
は
、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

女
性
に
多
い
骨
粗
し
ょ
う
症

6

問合せ
健康福祉課健康増進係
TEL757-3111（内線143）

骨
密
度
検
診
を
受
け
よ
う
！

男
性
よ
り

女
性
の
カ
ル
シ
ウ
ム
量
が

少
な
い
理
由
は
？

何
に
気
を
付
け
れ
ば

い
い
の
？

中
学
３
年
生
の
と
き
に
家
庭
科
の
授
業
で

お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
保
育
園
を
訪
問
し
た
ん

で
す
。
そ
の
と
き
、
保
育
士
っ
て
い
い
な
、

な
り
た
い
な
っ
て
思
い
ま
し
た
。夢
が
叶
い
、

今
は
保
育
園
で
働
い
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
か
ら
は
倉
俣
保
育
園
に
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。小
さ
な
保
育
園
だ
け
ど
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
一
人
ひ
と
り
に
目
が
届
き

ま
す
。
環
境
に
も
恵
ま
れ
て
い
て
、
こ
の
間

は
園
庭
に
カ
モ
シ
カ
が
遊
び
に
来
た
ん
で
す

よ
。
お
散
歩
コ
ー
ス
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
晴

れ
た
日
は
毎
日
の
よ
う
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

４
・
５
歳
児
６
人
の
担
任
で
す
が
、
日
々
発

見
、
こ
ち
ら
は
毎
日
驚
き
の
連
続
で
す
。
子

ど
も
の
発
想
力
っ
て
す
ご
い
で
す
ね
。
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
、
子
ど
も
た
ち
の
パ
ワ
ー
を

も
ら
っ
て
い
け
た
ら
な
っ
て
思
い
ま
す
。

小
学
生
の
と
き
か
ら
樽
や
太
鼓
を
た
た
き
、

「
樽
ば
や
し
」
に
親
し
ん
で
き
ま
し
た
。
大

人
に
な
っ
た
現
在
、
清
津
峡
樽
ば
や
し
保
存

会
に
入
っ
て
清
津
峡
小
学
校
で
指
導
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
太
鼓
の

楽
し
さ
や
お
も
し
ろ
さ
、
体
中

に
響
き
渡
る
あ
の
感
動
を
伝
え

た
い
ん
で
す
。
伝
統
を
絶
や
し

た
く
な
い
っ
て
思
い
も
強
い
で

す
ね
。

市
民
の
中
で
も
清
津
峡
樽
ば

や
し
を
ま
だ
聞
い
た
こ
と
が
な

い
と
い
う
人
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
た
く
さ
ん
の
人
に

清
津
峡
樽
ば
や
し
を
聞
い
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。

橘
地
区
は
、
旧
川
西
町
の
東
部
最
北
端
、

小
千
谷
市
と
の
市
境
に
位
置
し
、
木
落
・
寺

ケ
崎
・
塩
辛
・
仁
田
・
野
口
・
四
十
歩
・
原

田
・
下
原
・
根
深
の
９
集
落
か
ら
成
り
た
っ

て
い
ま
す
。

「
橘
」
の
名
は
、
仁
田
に
あ
っ
た
龍
雲
寺

の
山
号
、
橘
山
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
京
都
の
聖
し
ょ
う

護ご

院い
ん

門も
ん

跡ぜ
き

の
道ど

う

興こ
う

准じ
ゆ

后ご
う

が
文
明
18
年
（
１
４
８
６
）
に
書
い
た

「
回
国
雑
記
」
に
よ
る
と
、
柏
崎
か
ら
安
田
・

三
桶
・
大
貝
を
経
て
木
落
渡
し
を
越
え
関
東

に
向
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
載
っ
て
い
ま
す
。

一
行
は
、
１
５
０
人
〜
２
０
０
人
く
ら
い
の

大
が
か
り
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
か

な
り
整
備
さ
れ
た
街
道
が
あ
っ
た
り
渡
し
船

が
あ
っ
た
り
し
て
、木
落
や
寺
ケ
崎
な
ど
は
、

５
０
０
年
以
上
前
か
ら
開
け
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

野
口
地
内
に
は
、
水
ば
し
ょ
う
群
生
地
が

あ
り
ま
す
。
開
発
に
よ
っ
て
数
千
株
に
ま
で

減
少
し
ま
し
た
が
、
旧
川
西
町
の
自
然
観
光

ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な

み
に
、
私
た
ち
が
花
び
ら
の
よ
う
に
思
っ
て

い
る
白
い
弁
は
、
実
は
葉
が
変
形
し
た
も
の

で
、
仏ぶ
つ

炎え
ん

苞ほ
う

と
い
い
ま
す
。
こ
の
仏
炎
苞
の

11

・木　落

・寺ケ崎

・塩　辛

・仁　田

・野　口

・四十歩

・原　田

・下　原

・根　深

橘地区
（旧川西町）

中
央
に
あ
る
円
柱
状
の
部
分
の
表
面
に
小
さ

く
多
数
つ
い
て
い
る
の
が
花
で
す
。
知
っ
て

い
ま
し
た
か
？
。

ま
た
、
野
口
地
内
か
ら
白
倉
に
向
か
う
道

路
は
、
通
称
「
観
光
道
路
」
と
呼
ば
れ
る
尾

根
伝
い
の
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ド
で
す
。

越
後
三
山
は
も
と
よ
り
、
刈
羽
・
柏
崎
方
面

の
山
並
み
を
眺
め
な
が
ら
の
快
適
な
道
ゆ
き

を
約
束
し
て
く
れ
ま
す
。

観光道路から橘地区方面を望む

藤ノ木かほるさん
1977年生まれ

倉俣保育園勤務

太鼓は楽しい！体中に響き渡ります

前回の斉木千春さんからバトンタッチ

6
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縄文子どもフォーラム2005～縄文のメッセージ・私のメ

ッセージ～が11月21日bに開催されました。中条小、下条

小、津南小、長岡市の関原小と四郎丸小の５つの小学校から

６年生約270人が参加し、縄文文化について学んできた総合

学習の成果を発表しました。最初に総合体育館でパネルディ

スカッションが行われ、各校の代表児童が意見交換。会場か

らの経験報告も相次ぎました。続いて博物館に会場を移し、

ポスターセッションと題した学習成果の自由発表が行われま

した。また、博物館ではこれらの成果を展示した「子ども縄

文研究展2005」が12月４日aまで開催されました。

第
24
回
肢
体
不
自
由
児
・
者
の
美
術
展
書
の

部
で
橋
本
三
郎
さ
ん
（
高
田
町
３
南
・
75
歳
）、

村
山
宏
さ
ん
（
為
永
・
73
歳
）
、
江
村
克
己
さ

ん
（
千
手
栄
町
・
67
歳
）、
が
入
賞
し
ま
し
た
。

３
人
と
も
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
週
に

１
回
書
道
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
橋
本
さ

ん
は
「
今
回
の
作
品
は
と
て
も
難
し
か
っ
た
で

す
が
、
そ
れ
だ
け
に
や
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
。

優
秀
賞
が
と
れ
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
橋

本
さ
ん
と
村
山
さ
ん
の
作
品
は
、
東
京
・
大
阪

な
ど
全
国
７
か
所
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

学芸員も顔負け、縄文子どもフォーラム

ふるさとの文化・伝統芸能の競演

美
術
展
　
書
の
部
入
賞

新
そ
ば
の
香
り
を
楽
し
む

tokamachi topics

12月20日cにカンボジアで開催される「アジア子ども文

化祭」に、十日町中と南中の１年生７人で結成した十日町大

太鼓“雪花モンキーズ”が参加します。文化祭は、6シャン

ティ国際ボランティア会主催で、アジア各国の子どもたちの

異文化交流・国際理解を目的に毎年開催されています。10

回目を迎える今回、７人は中越大震災の被災地を代表して出

演。メンバーの１人古澤有里さん（十日町中１年）は、「みん

なで話し合い、うまく合わせるよう一生懸命練習しています。

カンボジアでは、外国の人たちに和太鼓の素晴らしさ、かっ

こよさを伝えてきたいです」と意気込みを話していました。

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
創
ろ
う
」

を
合
言
葉
に
、
自
ら
考
え
、
自
ら
実
践
す
る
ま

ち
づ
く
り
団
体
・
な
か
さ
と
夢
ネ
ッ
ト
の
設
立

総
会
・
記
念
講
演
が
11
月
24
日
e
、
中
里
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
37
人

が
参
加
し
、
会
則
や
役
員
な
ど
を
決
定
。
会
長

に
就
任
し
た
島
田
東
一
さ
ん
が
「
中
里
地
域
は

一
味
違
う
と
言
わ
れ
る
地
域
に
な
れ
ば
」
と
あ

い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
の
た
め
の
実
践
活
動
、
地
域
発
展
の
た
め

の
課
題
研
究
活
動
、
会
員
能
力
開
発
の
た
め
の

啓
発
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

アンコールワットに響け十日町大太鼓

「
な
か
さ
と
夢
ネ
ッ
ト
」
設
立

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3111内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

11月19日g、市民会館で市内の郷土芸能が一堂に会する郷土芸能

文化公演「ふるさとの息吹」が開催されました。市内でも当地以外で

はなかなか見ることのできない伝統芸能や市の無形文化財が集まると

あって、市内外から約250人が会場に足を運びました。公演には、清

津峡樽ばやし保存会、野口芸能保存会、藤倉露払い神楽保存会、水沢

地区伝統芸能保存会、松
まつ

苧
お

太鼓、赤倉神楽保存会、千手露
ろ

香
こう

保存会、

新保広大寺節保存会の８団体が出演。ふるさとに根づいた文化の息吹

を感じさせるにふさわしく、太鼓の演奏から神楽や獅子舞などさまざ

まな郷土芸能が披露され、演目が終わるたびに会場をうめた観客から

大きな拍手が送られていました。

スタジアムの中心で感謝の気持ちを叫ぶ

クロアチアピッチでキャンプを実施した縁で中越大震災時に多額の

義援金や２万個を超えるカイロなどを贈ってくれた、サッカーJ１の

横浜Ｆ・マリノスとサポーターに感謝の気持ちを伝えようと、ありが

とう横浜Ｆ・マリノス応援ツアーが11月20日aに行われました。当

日は市民約170人が大型バス４台で横浜市の日産スタジアムを訪れ、

サンフレッチェ広島戦でＦ・マリノスを応援しました。ハーフタイム

には、オーロラビジョンに震災時の様子などが映し出される中、子ど

もたちを中心に約60人が感謝の気持ちを込めた横断幕やプラカード

を持ってピッチを１周。Ｆ・マリノスサポーターなど２万人を超える

観客から温かい声援や大きな拍手を浴びていました。

11
月
20
日
a
、「
秋
遊
も
く
ら
く
ぞ
っ
き
」
が

木
落
集
落
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
木

落
産
の
新
そ
ば
を
た
く
さ
ん
の
人
に
味
わ
っ
て

も
ら
お
う
と
、蕎そ

麦ば

づ
く
り
な
い
と
く
ら
ぶ
（
田

口
徳
一
代
表
）
が
行
っ
て
い
る
秋
の
イ
ベ
ン
ト
。

会
場
に
は
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
室
内
に
入
れ
ず

待
つ
人
も
出
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
新
そ
ば
の

香
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
用
意
さ
れ
た
５
５
０

人
前
を
あ
っ
と
い
う
間
に
平
ら
げ
ま
し
た
。
田

口
代
表
は
「
木
落
の
そ
ば
を
木
落
の
住
民
が
作

っ
て
10
年
、
年
々
盛
況
に
な
っ
て
あ
り
が
た
い

こ
と
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

左から村山さん、橋本さん、江村さん



市役所・各支所

12月29日e～１月３日cは業務を休みます。

ただし、本庁の市民生活課・税務課・保険年金課・

水道局・会計課の窓口は、29日E午前８時30分～午

後５時15分と30日F午前８時30分～正午は業務を

行います。また、各支所は市民生活課市民係のみ29

日E午前８時30分～午後５時15分と30日F午前８

時30分～正午は業務を行います。

中央公民館・各公民館

12月29日e～１月３日c休館

博物館

12月26日b～１月４日d休館

総合体育館・川西総合体育館・松代総合体育館

12月29日e～１月３日c休館

情報館

12月29日e～１月３日c休館

年末年始の市やごみ収集などの業務状況、市の各施設の休館状況などをお知らせします。

ごみ収集

12月31日g～１月３日cは、ごみ収集・焼却場の業

務を休みます。12月30日eまでは平常業務を行いま

す。年末は大変混雑するので、ごみを持ち込む場合

は早めにお願いします。ただし、事業系から排出さ

れた資源物の搬入は受け付けません。

●焼却場持ち込み時間

十日町・川西・松代地域：エコクリーンセンター

＝午前８時45分～午後４時45分

中里・松之山地域：津南地域衛生施設組合ごみ処

理場＝午前８時45分～午後３時（29日・30日の

み）

し尿汲み取り

12月29日e～１月３日cは業務を休みます。
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減少していますが、中でも松之山地域（9.42％）、松代

地域（7.50％）、川西地域（５.24％）の減少率が前回

同様に高くなっています。

世帯数 十日町市の総世帯数は19,207世帯となり、前

回（12年）から141世帯（０.73％）減少しました。１

世帯当たりの世帯員数を見ると、前回の3.36人に対し

て今回は３.23人と世帯の小規模化が進行しています。

総務課統計係1757-3111（内線217）問合せ

10月１日現在で実施した平成17年（第18回）国勢調

査の結果（概数）をお知らせします。調査結果は、国

や県、市のさまざまな行政施策に利用されます。

人　口 十日町市の総人口は62,055人（男30,176人・

女31,879人）となり、前回の平成12年から2,978人

（４.58％）減少しました。地域別に見ると、全地域で

十日町市の総人口は62,055人

※数値は市が独自に集計した概数であるため、総務省から後日
公表される速報数や確定数とは異なる場合があります。
※平成12年の数値は、旧５市町村を合算した数値です。

地域名

十日町地域

川 西 地 域

中 里 地 域

松 代 地 域

松之山地域

十日町市計

総　　　人　　　口 世　　帯　　数
平　成　17 年

計 男 女 計
平成12年

増減率 平成17年 平成12年 増減率

41,306

7,756

6,187

3,922

2,884

人
62,055

20,128

3,833

3,004

1,863

1,348

人
30,176

21,178

3,923

3,183

2,059

1,536

人
31,879

43,002

8,185

6,422

4,240

3,184

人
65,033

－ 3.94

－ 5.24

－ 3.66

－ 7.50

－ 9.42

%
－ 4.58

12,903

2,227

1,659

1,413

1,005

世帯
19,207

12,897

2,254

1,686

1,439

1,072

世帯
19,348

＋ 0.05

－ 1.20

－ 1.60

－ 1.81

－ 6.25

％
－ 0.73

11月25日f、プロレスラーが西保育園を訪れ、園児と交

流しました。訪問したのはプロレス団体ゼロワンマックスに

所属する崔リョウジ選手と高橋冬樹選手の２人です。子ども

たちを乗せて腕立て伏せやブリッジを行うなど鍛え抜かれた

肉体を披露した両選手。相撲対決では、子どもたちが何度も

何度も２人に挑戦し、ようやく倒しました。交流後、２人に

は園児から手作りのチャンピオンベルトとおまじないの歌が

贈られました。また、27日aにはクロス10で同団体の中越

大震災チャリティー興行が行われ、会場内で集まった募金は

翌日、大谷晋二郎選手から田口市長へ手渡されました。

力をあわせてプロレスラーに勝ったよ

染織の逸品が集結　染織文化祭2005

５
年
連
続
金
メ
ダ
ル
！

染織文化を将来に伝え、一層の技術力の向上と感性の発展を目指す

染織文化祭2005（クロス10主催）が11月22日c～24日eにクロス

10で開催されました。公募展には、和装・染織・藍染の３部門に染

織技術を活用した25点が出品。審査員による審査や一般投票により

各部門で優秀賞や奨励賞、ユーザー賞が決定しました。また、昨年閉

校になった十日町テクノスクールの卒業生による作品展「プチ・テク

ナコンクラーベ」や、アンティークきものブームにより斬新でカラフ

ルな文様で注目される「秩父銘仙展」も同時開催され人気を呼んでい

ました。会場には３日間で約1,200人が訪れ、十日町の染織技術の素

晴らしさや染織の持つ魅力を存分にたん能していました。

11
月
５
日
g
〜
７
日
b
に
岡
山
市
で
行
わ
れ

た
第
５
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
阿

部
尋
喜
さ
ん
（
稲
荷
町
３
北
）
が
立
ち
幅
跳
び
・

１
０
０
m
走
と
も
に
５
年
連
続
の
金
メ
ダ
ル
に

輝
き
ま
し
た
。
中
で
も
立
ち
幅
跳
び
は
、
２
位

と
の
差
が
わ
ず
か
３
㎝
と
い
う
大
接
戦
。
阿
部

さ
ん
は
「
立
ち
幅
跳
び
は
、
記
録
が
伸
び
な
く

て
駄
目
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
最
後
は
勝
て
て

ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。
４
年
後
の
新
潟
大
会
を
目

指
し
て
、
家
族
や
施
設
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
が
ん
ば
り
続
け
た
い
で
す
」
と
今
後
の
抱
負

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

tokamachi topics

見
上
げ
る
先
は
？

市
役
所
本
庁
前
に
立
つ
職
員
。
だ

れ
か
に
手
を
振
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

相
手
は
友
だ
ち
か
彼
氏
か
家
族
か
は

た
ま
た
…
。

実
は
、
市
役
所
前
に
植
樹
さ
れ
た

市
の
木
「
ブ
ナ
」
を
見
上
げ
て
い
る

と
こ
ろ
。
手
を
振
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
の
は
、
ま
ぶ
し
く
差
し
込
む

朝
日
を
手
で
か
ざ
し
て
い
る
た
め
…

な
ん
だ
ガ
ッ
カ
リ
？

こ
の
３
本
の
ブ
ナ
、
今
は
葉
も

散
り
落
ち
て
冬
枯
れ
の
姿
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
来
春
か
ら
は
ど
の

木
よ
り
も
早
く
芽
吹
き
、
目
が
覚

め
る
よ
う
な
も
え
ぎ
色
で
春
の
訪

れ
を
告
げ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

市
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
み
ん
な
で
育
て
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

15

年末年始の市の業務
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公
的
行
事
な
ど
で
着
用
す
る
き
も

の
を
貸
し
出
し
て
い
る
十
日
町
き
も

の
バ
ン
ク
の
振
袖
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。
●
日
時
＝
12
月
15
日
e
〜
18
年

１
月
31
日
c
の
午
前
10
時
〜
午
後
６

時
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
き
も
の
歴
史

館
●
入
場
料
＝
大
人
３
０
０
円
、
中

学
生
１
０
０
円
※
小
学
生
以
下
無
料

●
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
1
７
５
２

│
０
１
１
７
）

●
日
時
＝
12
月
10
日
g
〜
18
年
４
月

９
日
a
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
●

会
場
＝
「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
●

入
場
料
＝
大
人
５
０
０
円
、
小
・
中

学
生
３
０
０
円
●
問
合
せ
＝
「
森
の

学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
（
1
５
９
５
│
８

３
１
１
）

●
日
時
＝
12
月
17
日
g
午
後
７
時
〜

●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
入
場
料
＝
入

会
金
１
家
族
１
、
０
０
０
円+

年
中

児
以
上
１
人
７
０
０
円
※
会
員
制
、

当
日
入
会
可
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

水
落
静
子
（
1
７
５
６
│
２
１
４
８
）

市
報
１
月
10
日
号
に
登
場
し
て
い

た
だ
く
、
３
世
代
に
わ
た
っ
て
戌
年

生
ま
れ
が
い
る
家
族
や
戌
年
生
ま
れ

の
夫
婦
、
親
子
、
孫
と
祖
父
母
な
ど

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
年
男
・
年
女

の
皆
さ
ん
、
節
目
の
年
に
記
念
と
し

て
市
報
に
出
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
※
自
薦
に
限
り

ま
す
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
12
月
16

日
f
ま
で
に
、
総
務
課
広
報
広
聴
係

（
内
線
２
１
３
）

家
族
・
社
会
・
景
気
な
ど
を
五
七

五
形
式
で
う
た
っ
た
川
柳
を
募
集
し

ま
す
。
●
募
集
期
間
＝
12
月
10
日
g

〜
25
日
a
●
応
募
方
法
＝
コ
モ
通
り

商
店
街
各
店
舗
に
用
意
し
て
あ
る
応

募
用
紙
に
①
川
柳
②
住
所
③
氏
名
④

電
話
番
号
を
記
載
し
て
店
舗
に
提
出

●
注
意
事
項
＝
①
応
募
は
一
人
３
点

ま
で
②
未
発
表
の
作
品
に
限
る
③
作

品
は
返
却
し
な
い
●
賞
金
＝
大
賞
１

万
円
（
１
点
）、
優
秀
賞
５
、
０
０
０

円
（
２
点
）、佳
作
２
、０
０
０
円
（
５

点
）
●
発
表
＝
18
年
１
月
10
日
c
に

店
頭
・
ア
ー
ケ
ー
ド
掲
示
板
に
て
●

問
合
せ
＝
高
田
町
１
丁
目
商
店
街
振

興
組
合
カ
ネ
シ
タ
（
1
７
５
２
│
２

９
８
４
）

寒
い
季
節
に
な
る
と
、
灯
油
を
扱

う
機
会
が
増
え
、
油
漏
れ
の
事
故
が

多
発
し
ま
す
。
１
番
多
い
の
が
、
給

油
中
に
目
を
離
す
「
う
っ
か
り
ミ
ス
」

で
す
。
給
油
中
は
絶
対
に
そ
の
場
を

離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
事

故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
消
防
署
ま

た
は
市
民
生
活
課
に
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
生

活
環
境
係
（
内
線
１
５
７
）

吹
き
付
け
材
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含

有
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
建
物

は
、
昭
和
55
年
以
前
の
建
築
で
、
当

時
の
建
築
基
準
法
に
お
け
る
「
耐
火

建
築
物
」「
準
耐
火
建
築
物
」「
簡
易
耐

火
建
築
物
」
で
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
は

防
火
・
防
音
・
断
熱
効
果
が
あ
る
た

め
、
鉄
骨
の
柱
や
は
り
、
空
調
機
械

室
、
ボ
イ
ラ
ー
や
昇
降
機
の
機
械
室

な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
吹
き

付
け
材
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
有
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
は
、
専
門
の
検
査

機
関
に
分
析
を
依
頼（
有
料
）し
な
い

と
判
定
で
き
ま
せ
ん
。
ア
ス
ベ
ス
ト

が
含
有
さ
れ
て
い
る
建
物
を
修
理
・

解
体
す
る
場
合
は
、
保
健
所
や
労
働

基
準
監
督
署
へ
事
前
の
届
出
が
必
要

で
す
。
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
生

活
環
境
係
（
内
線
１
５
８
）

12
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
、

大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
、
新
潟
県

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
運
動
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
で

で
き
る
省
エ
ネ
で
、
地
球
に
優
し
い

暮
ら
し
を
し
ま
し
ょ
う
。
①
暖
房
は

室
温
20
℃
を
目
安
に
し
、
不
必
要
な

と
き
は
切
る
②
寒
い
と
き
は
重
ね
着

を
す
る
③
電
化
製
品
を
購
入
す
る
と

き
は
省
エ
ネ
タ
イ
プ
を
選
ぶ
④
コ
ン

セ
ン
ト
を
こ
ま
め
に
抜
く
⑤
風
呂
は

続
け
て
入
る
⑥
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス

ト
ッ
プ
を
心
が
け
る
（
５
秒
以
上
の

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
は
省
エ

ネ
効
果
あ
り
）
●
問
合
せ
＝
市
民
生

活
課
生
活
環
境
係
（
内
線
１
５
８
）

17
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31
日

現
在
で
行
い
ま
す
。
調
査
員
が
12
月

か
ら
18
年
１
月
に
か
け
て
製
造
事
業

所
に
う
か
が
う
の
で
、
正
確
な
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。
調
査
票
に
記
入

い
た
だ
い
た
内
容
は
統
計
法
に
基
づ

き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。
●
問
合

せ
＝
総
務
課
統
計
係
（
内
線
２
１
７
）

高
速
情
報
通
信
網
整
備
事
業
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
切
替
え
工
事
に
伴
い
、

12
月
17
日
g
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

は
情
報
館
で
証
明
発
行
が
で
き
ま
せ

ん
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
市
民

係
（
内
線
１
５
３
）

高
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
18
年
４
月

１
日
か
ら
段
階
的
に
65
歳
ま
で
の
継

続
雇
用
制
度
な
ど
の
導
入
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。
助
成
金
制
度
も
あ
る

の
で
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
早
期
の

取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
●
問

合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
（
1

７
５
７
│
２
４
０
７
）

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

11
月
25
日
号
15
ペ
ー
ジ
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
十
日
町
地
域
広
域
事

務
組
合
の
職
員
手
当
の
状
況
で
、
期

末
手
当
・
勤
勉
手
当
の
一
人
当
た
り

平
均
支
給
額
（
16
年
度
）
は
15
億
８
、

８
４
７
万
６
、
０
０
０
円
で
は
な
く
、

正
し
く
は
１
５
８
万
８
、
４
７
６
円

で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

省
エ
ネ
で

地
球
に
優
し
い
暮
ら
し
を

●十日町市へ＝ナツメロ歌謡シャ

ープの会・中之島流大正琴琴勇

会（282,365円）十日町いなほ

会（150,000円）ダイエー・ダ

ムズグループ（1,098,100円）

新潟総合テレビ（100,000円）

●地域福祉基金へ＝清水美代（高

原田・30,000円）松代ゴルフ

倶楽部（51,000円）

●情報館へ＝田村シゲ（中条旭町）

宇都宮正人（稲荷町２）伊澤孝

（高田町３南）庭野勇吉（高田町

３西）嶋田寅雄（通り山）青木

正幸（千代田町）小川公巴（本

町４）

●博物館へ＝桑原秋子（谷内丑２）

大島ユキ（美雪町３）樋熊キヨ

（下町）山口隆也（仁田）松月

11月25日届出分まで（敬称略）

寄付ありがとう寄付ありがとう 65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

３
世
代
戌い
ぬ

年
生
ま
れ
の

家
族
な
ど
募
集

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

松
之
山
豪
雪
展

│
雪
国
の
科
学
と
文
化
│

ア
ス
ベ
ス
ト
に
注
意

キ
ナ
ー
レ
き
も
の
歴
史
館

十
日
町
き
も
の
バ
ン
ク

振
袖
＆
帯
結
び
展

コ
モ
通
り
掲
示
板
コ
ン
ク
ー
ル

市
民
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

油
流
出
事
故
に
注
意

12
月
17
日
午
前
は
情
報
館
で

証
明
発
行
が
で
き
ま
せ
ん

十
日
町
お
や
こ
劇
場

ア
ン
デ
ィ
マ
ジ
ッ
ク
教
室+

モ
ン
キ
ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
劇
場

公共的施設年末年始の営業状況
◆ク ロ ス 10 12月31日g休館

◆キナーレ明石の湯 12月28日d正午～臨時営業、31日g

午後９時まで、１月１日（元日）正午～、４日d臨時営業

◆キナーレ和装工芸館・体験工房館・きもの歴史館

12月31日g・１月１日（元日）休館、４日d臨時営業

◆松　葉　荘 12月28日d休館、31日g・１月１日（元日）

食堂と日帰り入浴休業

◆千手温泉千年の湯 12月31日g・１月１日（元日）午後

９時まで

◆光　の　館 １月２日b・３日c休館

◆仙田体験交流館キラリ 12月28日d～１月５日e休館

◆ゆくら妻有 12月31日g午後９時30分～翌朝７時

◆まつだい農舞台 12月29日e～１月３日c休館

◆芝峠温泉雲海 12月29日e～１月３日c食堂午後６時ま

で、日帰り入浴午後７時まで

◆まつだいふるさと会館 12月31日g正午まで、１月１日

（元日）～３日c午後５時まで

※森の学校キョロロ・湯処よーへり・ミオンなかさと・松之

山温泉鷹の湯と上記以外はすべて通常営業を行います

市では今後３年間（18年度～20年度）の介護

保険の事業計画を策定しています。よりよい介護

サービスの提供や介護予防事業を行い、それに見

合う介護保険料を見込みます。事業計画の内容を

市民の皆さんにお知らせするため、説明会を行い

ます。最寄りの会場にお越しください。介護保険の説明会を行います

問合せ 保険年金課介護保険係（内線160）

▼
取
材
の
つ
い
で
に
、
冬
の
景
色
を
探
し
に

美
人
林
ま
で
足
を
伸
ば
し
ま
し
た
。
空
に
向

か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
ブ
ナ
の
木
と
白
い

雪
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
、
水
墨
画
の
よ
う
で

と
て
も
風
情
が
あ
り
ま
し
た
。
十
日
町
の
四

季
は
表
情
ゆ
た
か
で
す
。

▼
ど
う
し
た
ら
冬
（
雪
）
が
嫌
い
じ
ゃ
な
く

な
る
だ
ろ
う
と
、
昔
真
剣
に
考
え
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
単
純
に
雪
国
な
ら
で
は
の
楽
し

み
を
見
つ
け
れ
ば
い
い
ん
だ
と
、
足
繁
く
ゲ

レ
ン
デ
に
足
を
運
ん
だ
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

あ
の
こ
ろ
に
比
べ
た
ら
冬
の
生
活
環
境
は
格

段
に
良
く
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
や
っ
ぱ

り
冬
は
好
き
に
な
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
冬
が
少

雪
で
終
わ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
久
し
ぶ
り

に
昔
を
思
い
出
し
て
ス
キ
ー
三
昧
の
「
楽
し

い
冬
」
を
過
ご
し
て
み
よ
う
か
な
…
。

▼
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
３
週
間
、
忙
し
い
年

の
瀬
で
す
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
ら
ぬ
よ
う
体
調

管
理
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

（優）

▼
天
か
ら
の
真
っ
白
な
贈
り
物
で
あ
り
、
白

い
悪
魔
に
も
な
る
雪
。
そ
ん
な
雪
を
敵
と
せ

ず
、
友
と
し
よ
う
と
昭
和
25
年
に
始
ま
っ
た

の
が
十
日
町
雪
ま
つ
り
で
す
。
第
57
回
と
な

る
今
回
は
、
前
回
地
震
に
よ
り
中
止
と
な
っ

た
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
が
復
活
。
雪
ま
つ
り
の

原
点
で
あ
る
雪
の
芸
術
展
と
市
内
各
所
に
開

設
さ
れ
る
お
祭
り
広
場
も
加
え
て
雪
ま
つ
り

の
３
本
柱
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
札
幌
な
ど
と

は
一
味
違
う
、
市
民
手
作
り
・
総
参
加
の
雪

ま
つ
り
で
す
。「
雪
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る

た
め
に
ー
カ
ネ
の
あ
る
人
は
カ
ネ
を
出
し
、

知
恵
の
あ
る
人
は
知
恵
を
出
し
、
力
の
あ
る

人
は
汗
を
か
こ
う
」。
雪
ま
つ
り
の
創
始
者

の
一
人
、
山
内
正
豊

氏
が
記
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
３
年
ぶ
り
に

事
務
局
で
汗
を
流
し

ま
す
。

（玉）

日　　　時

午前 10 : 00

午後 １:30
12月14日d

午前 10 : 00

午後 １:30
12月15日e

午前 10 : 00

午後 １:30
12月16日f

午前 10 : 00

午後 １:30
12月17日g

午前 10 : 00

午後 １:30
12月19日b

午前 10 : 0012月20日c

午前 10 : 00

午後 １:30
12月21日d

会　　場

サンクロス十日町

西部会館

大井田コミュニティセンター

中条公民館

川治公民館

高山コミュニティセンター

吉田公民館

下条公民館

水沢公民館

川西支所（活性化センター）

高齢者コミュニティセンター（仁田）

中里総合センター

松之山自然休養村センター

松代総合センター

公共的施設年末年始の営業状況
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■
編
集
/総
務
課
広
報
広
聴
係

生
き
物
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
村

鳥や魚、虫など生き物がいっぱい
いる村があったらいいな。木が家に
なっていて、お腹が減ったら木に昇
ってりんごが食べられます。

雲
の
上
の
ゆ
め
の
町

雲の上にはどんな町があるのか想
像しました。ジェットコースターが
タクシーで、観覧車もあります。人
間は写真を切ってはりました。

佐藤里菜さん（４年）

私
の
ク
ー
ピ
ー

６年間使ったク
－ピーです。生

活

目標などを書く
ときによく使い

まし

た。ケースがよ
ごれているとこ

ろが

じょうずに表現
できました。

村山未和さん（
６年）

思
い
出
の
ラ
ン
ド
セ
ル

６年間背負った親しみ深いランドセルです。小学校生活で一番たくさん使ったと思います。もうすぐ中学生、感謝を込めてかきました。

山本卓朗さん（６年）

市民の動き

野
中
小
学
校

6

クリスマス

キ
ツ
ネ
と
ウ
サ
ギ
と
ネ
コ
と
ク

マ
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
待
っ
て
い
る
よ
。
雪
が
つ

も
っ
た
星
の
夜
に
サ
ン
タ
さ
ん
と

ト
ナ
カ
イ
が
き
た
よ
。

ピーナッツほり

秋
に
学
校
の
畑
で
ピ
ー
ナ
ッ
ツ

ほ
り
を
し
た
よ
。
持
ち
き
れ
な
い

ほ
ど
い
っ
ぱ
い
と
れ
た
よ
。
ま
だ

食
べ
て
い
な
い
け
ど
、
き
っ
と
あ

ま
い
ん
だ
ろ
う
な
。

小
海
結
唯
さ
ん
（
１
年
）

り な

み わ

たくろう

ゆ

い

携帯サイト

市報とおかまち『だんだん』平成17年12月10日号 20

■人　口 63,504人（－54） 男 31,143人（－28） 女 32,361人（－26）
■世帯数 19,859世帯（±0） 11月末現在（ ）は前月からの増減
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